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編集責任者　　大　町　山　岳　博　物　鰭

ミドリシジミの卵
初夏の陽光にキラリキラリと輝いて若葉の岡を飛び交うミドリシジミの､めのェメラルドの

ような:,(.:_しきもー長い冬を卵の殻に明じこも一てじっと我慢しなければ生れてこないのであ

ろう｡このチョウの卵I捕ま食樹である-ンノキに産みつけられ一端春フ化して幼虫となる｡
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早　春　の　植　物

雪の中に開く花
南北に横たわる北アの山脈に接して東方に肱がる露地-松本平-の

北部が大町地方である｡古来､安曇(あすみ)と称され古事記には

阿曇の字が見られるが元明天皇和同6年5月甲子2日の勅命によっ

て､地名は二手好学を使うべしと仰せられてから安曇の字を書くよ

うになったとも伝えられている｡安曇野は信州のなかでも諏訪地方

と並んで寒い地方であり､山脈にさえぎられた窪地は大陸性の'気屍

頓向にさえなっている｡生

物季節のうえにも大きな陪

浬が見られ例えばサクラー(摩

ソメイコシノ)の開花日を

全国的に比較してみると札

撹(5.12)盛岡(4.28)釈

田(4.25)仙台(4.19)東京

(4.1)新潟(4.15)長野(

4.15)大町(4.22)浜松(

3.29)京都(4.8)和歌山(

4.4)広島(4.1)熊本(3.26)

蕗児島(3.31)となり､春

の訪れは東京地方より約1カ月　木棺しの吹きすさぶ真冬でも可憐

おくれ､ 3月も終りになって漸　な花をつけるオオイヌノ7ダリ｡

く早春のきざしが見えて来る｡季飾感を大切な要素とする年中行書

は東京地方より1カ月おくら十のがならわしであり､ 3月3日の桃

の節句も4月3日におこなおれる｡

-ソノキ(カバノキ科)ノポロギク(キク科)オオイヌノフグリ

(ゴマノ-ダーサ科) -コべ(ナデシコ科)など､月おくれの春を得

二. I,:｣ま ∴｢ ､も ～ 裁 剪ｹ:腎 ～ ~韓鰯頭目 
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ノポロギク｡舌状花がなく､草丈20糎内外であり､あまり目だた忠

い｡しかし､季節にかまわず年中花をつけている一年生の草本である

山間の渓流に､盆地の滴れのかたわらに､まつさき春をつけるネ

コヤナギの花｡雌雄異株であり､花が咲き終ってから若葉がてる

ちぎれない植物は南に画した日だまりの､斑状に融けた雪の間で

花をつける｡これらの植物は､生えている部分の雪さえ融けて日

中適当の温慶が保たれると､寒中でも次々に花をつけてゆく｡ま

さに雪の中で咲く植物といえる｡

春をつける植物
安曇野の冬将軍も季筋の移り変りにはかなわない｡雪の中で咲く

植物も､つける花の数が次第に増えて､硬く芽を護って藩を待って

いた柄物は活動を開始する｡ネコヤナギ(ヤナギ科)の硬い芽鱗に

包まれていた桑夷花穂は蜜生した白い綿毛をのぞかせ､鮮片で包ん

だ上に粘液で保護されているトチノキ(トチノキ科)タラノキ(ウ

繋軍雪

Jr,, ノア 十､〇′ 十一十十一.. 

> I.. ヽ 

フツエソウ｡山麓の詣下などに旺盛な繁殖力によって大諸藩をつくる

常緑多年生重な｡早考から初夏にかけ4枚のガク片だけの花をつける
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コギ科)の芽も粘液の分泌がめっきり多くなって近づく春を知らせ

る｡地上や土の中にも昨年の秋からじっと春を待っていた数々の越

年生植物がある｡ことに早春開花する植物は､殆ど越年生の植物と

いえ､セリ.ナズナ･ブギヨウ(--コダサ) ･-コベラ(-つべ

) ･ホトゲノザ(タビラコ) ･スズナ(カブ) ･スズシロ(ダイコ

ン)などいにしえより知られてきた春の七草は､いずれも昨年の秋

造られた形で越冬した植物である｡

君がため春野にいてて若菜つむ

我が衣手に雪はふりつつ

この御歌からも､春の植物が､まだ雪の降るような寒い頃に､も

う元気に青々としているという､春の植物の元気な生活力を感ずる

ことができる｡

とにかく春は希望に充ちている｡安曇野に春をつける植物は､タ

ンポポ(キク科)スミレ(スミレ科)マンサク(マンサケ科)フグ

ジェソウ(キツネノボ

タン科)キクザキイチ

リンツウ(キツネノボ

タン科)木下ケノザ(

シソ科)ナズナ(アブ

ラナ科)ミミナゲサ(

ナデシコ科)フツキソ

ウ(ツゲ科)と次第に

その数をまして｢草も

桜が咲きにげろ｣季節

がやってくる｡
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ロゼット状の糞で冬を越すイヌナズナ｡

冬　に　ね　え　た　昆　虫

の形態にたよるも
成虫の姿で冬を越すクジャクチョウ(0･8倍)の､又､グロテス

クな蝿や毛虫の形で越冬するもの等様々ですが､越冬場所は比較的

暖かで温度変化の少ない所が多い様です｡そして､その生命を候陸

から守るためにそれぞれいっしょうけんめいです｡以下､その有様

を一つ二つ拾ってみました｡

クジャクチョウ　クジャクの羽毛の様な紫色にかゞやく輪状

紋を持つ美麗薩で､北海道､東北地方では平地に産するが中部地方

以南では平地から高山帯にかけて出現する｡年一回七一八月発生し

成虫態で越冬する｡越冬場所は落葉の聞木の割日､山小舎のビザシ

等を利用する｡越冬した雌は四一五月頃現われ､カラ-ナ草､イラ

クサ､ホップ､等の若葉を選んで50-100個づつ萬卵し幼虫は真黒

で詳接するが､賄化の時には四散する習性がある｡

写真右はクモマツマキチョウのi

聴｡飼育中のシャーレの中で重工.

草で参るイワハタザオの茎に吐膏ヂ

糸して蝿化したもの｡体長23m

m､色は黄色味を帯びた淡褐色

写真左は成虫(左礎･右雌)潤

開長42mm､雄の前ばねの前半

は撞黄色｡ (雌はこの部分白色)

' ~`＼

山麓の早春は駈足で通りすぎる｡肌をさした鹿島恵(かしまお

ろし)が和らぐ頃､梅の小枝も赤味が増して､北槍の壁に黒い

縞が見えだすと一輪二輪とほころび始める｡春まだ浅い頃に裸

の枝についた花は殆ど下を向いて､気候が暖かくなるにつれて

横向から上向に咲いてゆく｡冷い雨や霜から雌すいや雄すいを

護るためであろうか､まったく自然の姿には無数の深い謎が秘

められている｡早春の短い麓では春のきざしが見えたすと桃､

梅､桜が時を同じくして花をつけ､糞やかな春景色を展開する

鹿島岳の雪融けを追うように.短い春は更に短くなって山麓か

ら頂上へ進み､高山植物が花をつける山頂て`は､春と夏が一緒

になって訪ずれる｡ (写真は山麓より鹿島岳を望む)

クモマツマキチョウ有名な高山蝶の一種でその清楚な美

しきは､採集家運に珍重されているが､近年海抜500m以下の地域

にも多く発見される様になり､その位置がぐらついて来た感がある

当地方では5 -6月頃1000m附近の漠畔に少数出現し､イワ-ダザ

オの花穂に産卵する､幼虫は花や果実を食べ約40日間で蠣化しその

まま翌春に至る｡越冬場所については､今だ野外でのものに確定的

的な記録がない様であるが､飼育した合場は写真の操に食革の茎に

懸蝿を営む｡なお高山帯に於げろ本撞発生は七月-ほいの模様であ

る｡
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i旦　岳i　全l　長野県大町市

呉羽紡績大町工場山岳部
昭和21年設立､北テル

春　の　よ　ろ　こ　び

3月も末ともなれば､北アルプスの山緻こも希望の季節がやって

くる｡山はまだ真っ白だ｡そしてこの山稜をこえてくる風はたしか

に論い｡たか子どもたちは元気だ｡枯草の上にねそべって新しい岩

芽の匂いをなつかしみながら

白い山なみを眺める彼等には

デッカイ夢が湧いてくるのだ

ろう｡消え残る雪のきれには

フキのとうが頭をもたげてい

る｡春の七草も今が摘み頃｡

セリ摘む少女の声がはずむ｡

野草を摘んで食せんに供する

とは､いつの世からのならわ

しなのか｡いやむしろ原始の

なごりであろうが､今年も蕃

はもうここまでやってきていl

る｡

み毛虫壷義範㌣

早春の小川にセリを摘む少女たち

(今月の寄贈)クロツグミ1体大町市八日町内山政次郎､かしカモ

1体大町市八日町山田時司､ウミネコ1体大町市平海ノ口平林幹嘉

タイサギ1体南安有明村立足腰原弘光｡

【博物館だより】　2月24日自記雨量計取扱講習(東京明

石製作所吉原氏) ｢白い山脈｣宣伝　26日｢白い山脈｣上映打合せ

3月1日館章図案到着(東京応用美術社鈴木氏)　2日｢白い山

脈｣上映採員打合会　6日～11日｢白い山脈｣上映18日東京教育

大学自然教育同好会員受入れ打合せのため内山主事上京19日｢白

い山脈｣上映反省会

【動物園だより】　　　　ボンドタヌキ
菩通はグヲキ或はムジナなどと呼ば

れている円尤･悼淀の動物で､学問上

._'i西日イス帥二萌し､充用､四囲､

九州のL嘩千に･'/:･･宿しており､北高道

には別iii'証の=･-ソ　タヌキが棲息して

いる｡イス科の動物としては珍らし

く木に登ることができ､ -)J牛､ビワ

の果実I語を好了=し､掴ニネズミ､ -

ビ､完工ル､昆虫なども喰べな｡ 3

Tl頃交毒し､約62日で嵩屯6子を分

娩する｡夜行性で夜明けにあぐ歩き

まおり低い声でオィ､オイなくと言われ､ギヤア､ギヤアともなく

おしらせ　本紙の購読を御希望の方には実費1部10円;

でおわけします｡但し遠方の方は郵送料の実費をいた;

だきます　　　　　　　　大町山岳博物舘後援会;

ブスの麓の工場であるた

めか､山の好きな人々の

集いから､逐次備品など

も充実し､当工場内でも

部員数､活動とも最も大

きい｡昨年来から単なる

集団登山方式から技術面

での高麗化が要求され､

常に平地訓練を行なっている｡女子だけの麗島連峰(旧後立山連峰

)全山縦走など女子部員の活躍には日ざましいものがある｡

昨年一年間､本館を基地にして､北アルプスに長期ロケを静ナて

来た｢白い山脈｣は文部省の特選となり､日本ではじめての長篇記

録映画として大変な好評をもって迎えられた｡ところが日本哺乳動

物学会から三月十三日文部省に対して｢有益な作品だが､動物の生

態に誤りがあり､教育上に悪い影響がある｣という意味の要聖書が

たされた｡ ▲この映画は最初から｢長篇記録映画｣と銘打って発表さ

れただけにフィクション(虚構)の限界や葛実の基やまりをめぐっ

詫蒜. i'~~-音声苫前~-a"･&-a" i.課業
ある｡生物記録映画といえども､相手が生きている生物であってみ

れば､そう簡単にすじ書きどうりには撮影できない｡自然の真実を

とらえ易くするようなフィクションは話されねばならない｡ただ要

ったぎこちない演出があって､事実上の誤りをおかしている点が多

い｡このことを裏書きするように大映常務松山英雄氏は｢ミ白い山

脈ミはアルプスという大自然を舞台に､そこに住む動植物を主役に

した劇映画であり､商業映画である｣と云っている｡ (過聞朝日3

月24日)▲キグザキイチリシソウをシコタン-コベといい､すすシ

ラピソの実を-イマツの実であると解説するなどのあやまりは､我

々に筋嵩の原稿と写真とを比絞して見られる機会を与えてくれてい

たなちに当然i:jJiずたことである｡それはともあれ､漬抑こよる撮影

を自然のままの実写であると公表している撮彩隊の態畦(平凡･｣最長

社｢白い山脈｣ ･文芸春秋四月号)はまことに困ったものである｡
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